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医療の質向上委員会／医療事業推進本部

『医療の質の評価・医療の改善活動報告』全国大会�in�石巻

座　長：日本赤十字社 医療事業推進本部 総括副本部長　矢野　真

　各施設で実施された改善活動（QC サークル活動など）の紹介・報告を中心に、赤十字病院グループとし
て事例を共有し、全体の医療の質を向上させることを目的に、事前審査にて選考された 10 施設より、医療
における TQM（Total Quality Management）活動の取組みを報告いただきます。職場のチームワークの向
上や患者とのコミュニケーションの向上、明るく活気に満ちた病院 ( 職場 ) づくりなど、その報告内容につ
いて、TQM を重視した基準・観点から、優秀演題（チーム）を選考し、表彰を行います。

～　エントリー施設（チーム）・演題　～

1.� 石巻赤十字病院「診療材料等検討委員会」
  『身近な課題からみんなで取り組む医療の質と経営の質の向上　- 酸素飽和度計プローブは使い捨て？ -』

2.� 足利赤十字病院「QPS 推進委員会」
 『データ活用と検証』

3.� 深谷赤十字病院「多職種病棟業務会議」
 『病棟常駐薬剤師主導による多職種病棟業務会議の開催』

4.� 長岡赤十字病院「長岡地区消化器内視鏡技師会」
  『内視鏡の質管理向上を目指した地域での取り組み　～相互見学会を実施して～』

5.� 福井赤十字病院「I　愛　eye」
  『新設アイセンターにおける白内障手術の運用方法を検討する ～白内障手術の時間外件数を減少させる～』

6.� 名古屋第一赤十字病院「患者相談窓口」
 『患者相談窓口のＣＳ改善活動について』

7.� 名古屋第二赤十字病院「画像診断レポート未確認防止ワーキング・グループ」
  『画像診断報告書（レポート）の確認不足を防ぐための当院における取り組みと成果』

8.� 伊勢赤十字病院「しゃべくりテーション」
 『夜勤帯の入院オリエンテーションを見直そう』

9.� 姫路赤十字病院「チームマイクロ」
  『最善の結果を生み出す多職種による改善活動の推進と成果　～クリニカルマイクロシステムの実践～』

10.� 福岡赤十字病院「輸血療法委員会」
  『赤十字病院としての輸血療法に対する取り組み　～適正使用と廃棄ゼロを目指して～』

　本大会の開催にあたり、多数の施設よりご応募いただきましたことに深く感謝申し上げます。本来であれ
ば全ての施設にご発表をいただきたいところですが、大会プログラムの関係上 10 施設のみの報告となりま
すこと、何卒ご理解・ご容赦いただければと存じます。

　企画開催にあたり、全面的な協力をいただいた第 53 回日本赤十字社医学会総会事務局に深謝いたします。

企画・セッション　本社企画
10 月 23日（月）9:00 ～ 11:00　第 4会場（仙台国際センター　会議棟　3階　白橿 1）


